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東海北陸地区の取り組みの特徴

◆オープンである

参加者も地区職員に限らず広く募集

◆協働している

複数機関での共催企画が多い！

連携して取り組んでいる
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これまでに実施した事業
開催形式 実施回数 おもなテーマ

シンポジウム・フォーラム 3
パスファインダー、ラーニングコモンズ、
電子書籍

講習会・講座・
ワークショップ

7 広報、本の修理、共読、選書

研修会 12
学修支援、防災、電子書籍、目録、多様性、
著作権、研究データ管理

テーマは管理系９件 サービス系１３件
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単年度、単発の企画が主流
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平成19年度

構成
• 講演会
• 担当者交流会
• ワークショップ
• パネル展示及び
デモンストレーション

参加者数 100名

これまでに実施した事業
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平成30年度

平成23年度

平成26年度

これまでに実施した事業
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これまでに実施した事業
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これまでに実施した事業



これまでに実施した事業
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ＢＣＰ（ビジネスコンティニュイ
ティプラン）に関する研修会

（H28年度）

東海北陸地区大学間学術資
源活用事業WG（H26-H30
年度）の活動とリンクし、富山・
岐阜・名古屋工業・名古屋で

共催

研修会「震災と図書館活動」
（令和元年度）

日本図書館協会の第105回
全国図書館大会三重大会との

共催企画
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これまでに実施した事業

シンポジウム「大学図書館蔵書の電子書籍化の未来を語ろう」（H30年度）

研修会「アイデアを共有しよう！～学生用図書の選書と評価～」（R１年度）

研修会「魅力ある講習会企画のノウハウを身につけよう～ピンとこんなーと言わせ
ない！」（R2年度）

研修会「「多様性」時代の大学図書館 ～知ることから始めよう～」（R3年度）

毎年度1件は北陸地区国立大学連合図書館系専門委員会との共催企画



事業の選定方法

ステップ 1 

北陸地区か

ら1提案

ステップ 2

東海地区

各機関から

提案提出

ステップ 3

投票

ステップ 4

投票結果を

もとに地区

総会で審議

ステップ 5

事業採択・

担当決定

地区総会当番館が取りまとめ

例年4月末頃
例年1月~3月頃
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事業の運営

担当館決定

地区総会で事業選定と同

時に運営についても審議

単独館での開催や複数館

での共催とする

計画

計画書、予算書の作成

講師委嘱、謝金支払等は

地区事務局が担当

実施・報告

開催通知、参加者の取り

まとめ、事業実施、結果報

告

提案を出した機関
だけに負担がかから

ないように 多くの企画を複数
大学で共催

ワーキンググループを
作って手分けして実施
⇒ 若手職員の育成・

交流の場にも
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https://www.lib.gifu-u.ac.jp/info/entry09-854.html

ポストコロナの変化



ポストコロナの変化
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Gather https://www.gather.town/

参加者アンケートより 所属機関

東海北陸
地区

その他



ポストコロナの変化

予算面の変化

•オンライン開催で経費

が抑えられる傾向

⇒ 複数の事業が実

施できる

⇒ 費用がゼロ円で

助成事業に当てはま

らなかったことも

運営面の変化

•物理的な場所や移

動を伴わないオンライ

ン企画は対面企画よ

り人手がいらない

⇒ 小規模校でも比

較的開催しやすい

社会、人の変化

•他地区の研修会やさ

まざまなオンライン企

画に参加できる機会

増、情報量増

•地区の縛りは必要

か？

⇒ とくに検討段階で

は地区で協力し合う

体制があると良い
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今後期待すること

（参加する側）

• オンライン＋現地開催

•対象を広げてオープンに

（運営側）

•共催でスタッフ同士の交流が生まれる

•運営に携わる職員の経験値アップ⇒育成につながる
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参考資料

•国立大学図書館協会ウェブサイト

ホーム(会員) ＞地区協会＞東海北陸地区協会

https://www.janul.jp/ja/members/regional/tokai
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これまでの実施事業一覧
年度-回 事業名 主担当大学

H19 東海地区デジタルレファレンス・フォーラム 名古屋大学

H20 『ラーニング・コモンズ』フォーラム：図書館における学習教育支援の
新展開

名古屋大学

H22 デザイン・コーディネート講習会 名古屋工業大学、名古屋大
学、三重大学

H23 研修会「電子書籍の未来と大学図書館」
～電子書籍が変える大学と図書館～

富山大学、岐阜大学、名古
屋大学

H24 研修会「学習支援の始め方 ～大学で「学ぶ力」の育成を支援する
～」

金沢大学、静岡大学、名古
屋大学

H26-1 ワークショップ「学びの力を獲得する『共読』を体験する」 福井大学、名古屋大学

H26-2 図書修理実践講座「本を優しく修理しよう」 名古屋大学

H27 図書修理実践講座「本を優しく修理しよう」中級編 名古屋大学

H28-1 ＢＣＰ（ビジネスコンティニュイティプラン）に関する研修会 富山大学、岐阜大学、名古
屋工業大学、名古屋大学

H28-2 ＲＤＡに関する研修会 名古屋大学
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年度-回 事業名 主担当大学

H28-3 研修会「ラーニングコモンズにおける図書館の資源を活用した学習支
援」

静岡大学、豊橋技術科学大
学、名古屋大学

H29-1 講演会「『平成28年熊本地震』熊本大学附属図書館における復旧
と今後の対策」

金沢大学

H29-2 研修会「図書館における問題行動への対処法」 名古屋大学

H30-1 シンポジウム「大学図書館蔵書の電子書籍化の未来を語ろう」 金沢大学

H30-2 プロの視点を知ろう！想い伝わる図書館広報 静岡大学

R1-1 研修会「アイデアを共有しよう！～学生用図書の選書と評価～」 富山大学

R1-2 研修会「震災と図書館活動」 三重大学

R2-1 研修会「魅力ある講習会企画のノウハウを身につけよう～ピンとこん
なーと言わせない！」

福井大学

R2-2 研修会「イマドキ大学図書館のリスクマネジメント ～ 地震・カミナリ・
ウィズコロナ ～」

岐阜大学

R3-1 研修会「「多様性」時代の大学図書館 ～知ることから始めよう～」 北陸先端科学技術大学院
大学

R3-2 研修会「これからどうする、著作権法３１条改正」（助成対象外） 金沢大学、名古屋工業大学、
名古屋大学、三重大学

R4-1 研修会「知ろう学ぼう考えよう～大学図書館の研究データ管理・公
開支援～」

名古屋大学
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ご清聴ありがとうございました。
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